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尿路 感染症 に対 す るcefclidinの 臨床的検討
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新 しく開発 され た注 射用 セ フ ァロス ポ リン系抗生 物質 であ るcefclidinを 尿 路感 染症 患者 に 投

与 し,そ の有 効性 な らび に安全性 につ いて検 討 した。

臨床効 果 は,主 治医判 定 に よる と創 生単 純性 腎孟 腎炎 の2例 お よび 複雑 性尿 路感 染症 の5例

とも全例 有効 以上 で あ った。

UTI薬 効評 価 基準 を満 足 した症例 は,急 性 単純 性腎孟 腎炎の1例 が有効,複 雑性 尿路 感染症

の2例 中1例 が有 効 であ った。

自他覚 的副 作用 と して は,9例 中1例 に頭 痛が 認め られ,臨 床 検査 値 異常 としては,9例 中

1例 に軽度 の異常 変動 が認 め られ た。
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Cefclidin(CFCL)は エ ーザ イ株 式会社 で開発 され た

注射用セ ファロ スポ リン系抗生 物質 であ る。 本剤 は,

グラム陽性菌 か らグ ラム陰性菌 まで幅広 い抗 菌 スペ ク

トル を有 し,特 に,緑 膿 菌 に対 し,強 い抗菌 力 を示 し,

β-1actamaseに 安定 であ る と言 われ てい る1・2)。今 回,

著者 らは,本 剤 を9例 の尿路 感染症 患 者 に投 与 し,そ

の臨床的検討 を行 な ったの で,そ の結 果 につ いて報 告

する。

1988年1月 か ら1989年3月 お よ び1990年4月 か ら

1991年3月 まで に,京 都 大学 医学部 附 属病 院泌 尿器科

および滋賀 医科大学 附属 病院 泌尿 器科 な らび にその 関

連病院に入院 した尿路感 染症 患者 を対 象 とした。

対象症例9例 の詳細 をTable1に 示 す。 年齢 は24歳

から91歳 まで,性 別 は男性5例,女 性4例 で あ った。

症例の 内訳 は,急 性単純 性 腎孟 腎炎2例 お よび複雑 性

尿路感染症7例 であ った。

投 与方 法 は,1回CFCL 0.59な ら び に1.09を1日

朝.夕2回 点滴静 注 した。

急 性単純 性腎孟 腎炎2例 にお け る主 治 医判定 は,2

例 とも有 効 であ っ た。 その うちUTI薬 効 評価 基準3)に

合致 したの は1例 で,平 熱 化,膿 尿 の正常 化,細 菌 尿

の陰 性化 で有 効 と判定 され た症例 であ った。細 菌学 的

には,そ の1例 よ り投 与前 にEscherichia coliが 検 出 さ

れ,投 与 後 は消失 した。

複 雑性 尿路 感染 症7例 にお け る主 治医判 定 は,2例

の判 定不 能例 を除 き,著 効1例,有 効4例 であ った。

UTI薬 効 評価 基準 よ り除外 された症例 は5例 で,そ の

内 訳 は,症 例NO.4は,副 作 用(頭 痛)の ため 投 与 中

止,症 例NO.5お よびNO.9は 投 与前 真菌例,症 例NO.7

は投 与 日数 不足,症 例NO.8は 腎後性 腎不 全 で投 与 を中

止 した症 例 で あ った。UTI薬 効 評価 基準 に合 致 した症

例2例 の総 合臨 床効 果 は1例 が有効 であ った。 細菌 学

的 効 果 に つ い て は,投 与 前 の 細 菌 尿 よ り1例 は,

Pseudomonas sp.が1株,他 の1例 か らは,Ebterococ-

cusfaecalisよ びStaphylococcuS hominisが 各1株 検

出 され,投 与 後は全 て 消失 した。

自他 覚 的副作 用 は,9例 中1例 に頭 痛が 認め られ た

が,本 症例 は異常 に神 経質 で あ る症例 で,投 与 中止す

る とその 日に症 状 は消 失 し,一 過 性 の もの であ った。

臨 床 検 査 値 異 常 に お い ては,9例 中1例 に 一 過 性 の

S-GOT,S-GPT,ALPお よびγ-GTPの 上昇 が 認め られ

たの み であ った。

*〒606京 都市左 京区吉田近衛町
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Table I. Clinical summary of UTI patients treated with cefclidin

AUP : acute uncomplicated pyelonephritis
CCC : chronic complicated cystitis -

CCP : chronic complicated pyelonephritis

* before treatment

after treatment

** UTI : criteria proposed by the UTI Committee

Dr. : Dr's evaluation

以上 の こ とよ り,CFCLは,尿 路感 染症 の治療 に 対

し,有 用性 の期 待 で き る薬剤 で ある と推察 され た。
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Overall clinical effectiveness rates according to the physian's evaluations were 2/2 in 2 patients

with acute uncomplicated pyelonephritis and 5/5 in 5 patients with complicated urinary tract infec-

tions.

As for objective and subjective side effects, headache was noted in one patient. Abnormal labora-

tory findings in clinical data showed one patient with an elevation of S-GOT, S-GPT, ALP and

γ-GTP.


